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 ◎今回は台湾出身の「劉瑜君」さん

にインタビューしました。
 

まずは自己紹介から！
 

 「劉瑜君です。台湾から今年の
3月

31日に来ましたので、日本での生活

はまだ
2ヶ月です。今は関西外語専

門学校日本語学科ピチピチの一年

生です。住まいはＪＲ東部市場前か

地下鉄南巽の近くのマンションで

一人暮らししています。マンション

の下の階には一般の
50歳くらいの

おじいさんも住んでいます。」

 

  

◎日本語を習うきっかけや目標は

何ですか？

 

 「日本語を使う仕事がしたくて、
10

年前に台湾の専門学校で日本語を
5年間勉強しました。しかし、その

後はまったく勉強しませんでした。

日本のドラマが好きです。俳優は堂

本剛や松嶋菜々子が好きで、去年は

台湾で『元カレ』を見ました。今年

の目標は日本語検定一級合格する

ことです！」
 

 ◎日本と台湾の違いについて、感じ

た事を教えて下さい。
 

 「金城武やテレサテンの読み方が

違います。
 書き方も

k
in
k
ik
id
sは台 湾では『近畿小子』、モーニング娘

は『早安少女組』となり、『東京ラ

ブストーリー』は『東京愛情故事』

です。温泉も台湾では露天風呂に水

着を着て男女一緒に入ります。日本

の温泉のようにたとえ同性でも他

の人と一緒に裸では入りません。ま

だ恥ずかしくて日本の温泉や銭湯

にはいけそうにないです。食べ物も、

ざるそばには驚きました。台湾では

温かいおそばが主流なので冷たい

おそばをつゆにつけて食べるのは

ないです。お餅も中身が何も入って

いないお餅は食べたことがなかっ

たです。他にも日本の中華料理では

「焼き餃子」や「中華ポテト」など

不思議な食べ物があるそうで、びっ

くりです。中華ポテトは知らなかっ たけど、今日先生に「大学イモ」と

聞いて、日本のスーパーで見かける

あれとはじめて知りました。」

 

 ◎来日から
2ヶ月あまりなので、と

っても初々しかった劉さん。

 たっ

た
2ヶ月でもさまざまなギャップ

を感じているみたいでした。おそば

の話では「きつねうどん」と「たぬ

きそば」の説明で、たぬきは台湾で

は見かけないのか絵を書いて説明

してもわからないという感じでし

た。同じ日本でも東京と大阪で全然

違うことも多く、桜餅やスジなどの

違いは私も最近知りました。これか

らもたくさん日本のことを知って

ほしいです。

 

（インタビュアー 坂本）

 


